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裏面紹介  

◇ 第 71次全国教研分科会概要（続き） 

◇ 給与法改正法案等閣議決定 他 

 

冒
頭
、
清
水
秀
行
中
央
執
行
委
員
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
へ
の
道
筋
は
見
通
せ
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
今
次

の
全
国
教
研
は
全
体
集
会
と
分
科
会
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
開
催

と
し
た
。
昨
年
実
施
を
見
送
っ
た
分
科
会
を
今
次
開
催
で

き
る
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
が
、
例
年
に
な
い
か
た
ち

で
の
分
科
会
運
営
と
な
る
こ
と
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」「
２
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
機
会
が

制
限
さ
れ
、
大
変
な
我
慢
を
強
い
ら
れ
た
り
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
た
り
し
て
い
る
。
教
職
員
は
こ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
様
々
な
困
難
な
課
題
に
直
面
し
な

が
ら
も
豊
か
な
学
び
の
た
め
に
日
々
の
教
育
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
全
国
の
教
職
員

が
集
ま
り
、
現
場
の
状
況
や
と
り
く
み
を
共
有
し
議
論
す

る
場
と
し
て
、
全
国
教
研
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
」「
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
む
一
方
で
、
接
種
の
有
無
に
よ
る
差
別

的
言
動
や
『
同
調
圧
力
』
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
か
か
わ
る
偏
見
・
差
別
、
感
染
者
や
医
療
関
係

者
等
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
が
新
た
な

人
権
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
人
権
が
確
立
さ
れ

た
社
会
を
め
ざ
し
、
自
ら
の
人
権
感
覚
を
問
い
直
し
て
い

く
中
で
、
す
べ
て
の
学
校
で
差
別
や
い
じ
め
を
許
さ
な
い

人
権
教
育
を
継
続
的
に
と
り
く
み
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

学
校
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
述

べ
、「
教
職
員
自
ら
が
力
量
や
専
門
性
を
高
め
る
教
育
研
究

活
動
は
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
70
年
余
り
に

わ
た
る
教
研
活
動
の
歴
史
と
成
果
を
学
び
、
そ
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
へ
の
継
承
と
、
全

国
・
単
組
・
支
部
・
分
会
で
討
議
を
深
め
る
組
織
教
研
を

今
後
も
力
強
く
す
す
め
、
第
72
次
全
国
教
研
へ
と
つ
な
い

で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
芳
野
友
子

連
合
会
長
、
末
松
信
介
文
部
科
学
大
臣
、
清
水
敬
介
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
基
調
報
告
に
続
き
、「
夢
と
希
望
を
持
っ
て
教
育

を
考
え
て
い
く
た
め
に
❘
社
会
の
変
容
と
教
育
❘
」
と
題

し
て
、
広
田
照
幸
さ
ん
（
日
本
大
学
文
理
学
部
教
員
）
に

よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
・
３
日
目
は
24
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
で
実
践
報
告
を
行
い
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

兵
高
教
か
ら
は
、
第
11
分
科
会
「
自
治
的
諸
活
動
と
生
活

指
導
」
で
阪
本
真
人
さ
ん
（
西
宮
甲
山
分
会
）、
第
17
分

科
会
「
子
ど
も
・
教
職
員
の
安
全
・
健
康
と
環
境
・
食
教

育
」
で
秋
田
久
恵
さ
ん
（
播
磨
特
別
支
援
分
会
）、
第
20
分

科
会
「
高
等
教
育
・
進
路
保
障
と
労
働
教
育
」
で
船
脇
吉

広
さ
ん
（
高
等
特
別
支
援
分
会
）
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

以
下
に
各
分
科
会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
第
11
分
科
会
「
自
治
的
諸
活
動
と
生
活
指
導
」】 

 

分
科
会
初
日
の
午
前
中
は
、「
開
か
れ
た
学
校
」「
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
定
着
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
計
６
本
の

リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
、
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
兵
高
教

か
ら
は
「
高
校
生
が
紡
ぐ
西
宮
と
奄
美
の
友
好
の
糸
」
と

題
し
た
、
修
学
旅
行
を
通
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
と

り
く
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
小
分
科

会
Ａ
（
小
学
校
）
と
小
分
科
会
Ｂ
（
中
学
校
・
高
等
学
校
）

に
分
か
れ
、
兵
高
教
が
参
加
し
た
小
分
科
会
Ｂ
で
は
「
生

徒
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
２
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

分
科
会
二
日
目
は
「
自
治
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
学
級
活

動
、
文
化
活
動
、
行
事
・
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
計
８
本

の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
教
員
の
意
識
を
ど
う 

（
裏
面
に
続
く
） 

日教組 第 71次教育研究全国集会開催 
  

２
０
２
２
年
１
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
日
教
組
第
71
次
教
育
研
究
全
国
集
会
が
分
科
会
も
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
兵
高
教

か
ら
は
３
つ
の
分
科
会
で
実
践
報
告
を
行
っ
た
他
、
多
く
の
組
合
員
が
傍
聴
で
参
加
し
、
全
国
の
な
か
ま
と
実
践
を
共
有
し
学
習
を
深
め
ま
し
た
。 

JTU-HYOGO 

兵庫高等学校教職員組合 

日本教職員組合(日教組) 
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=憲法・子どもの権利条約を生かす教育改革を実現するため、ゆたかな学びを保障するカリキュラムづくりをすすめよう！= 
日教組第 71次教育研究全国集会アピール 

 
すべての子どものゆたかな学びを保障する 

自主的・組織的な教研活動の充実を！ 
 
わたしたちは、全国各地からのべ 6,000人が Web上に集い、第

71次教育研究全国集会を開催しました。２年ぶりの開催となった

分科会では、オンラインにもかかわらず、熱のこもった活発な実

践交流が行われました。 
 
記念講演では、日教組が教研のスローガン「平和を守り、真実

をつらぬく民主教育の確立」にこめてきた思いを読み解き、これ

までの教研活動のたしかなとりくみを確認しました。子どもが主

体となるゆたかな学びとウェルビーイングのために、わたしたち

教職員自身が夢と希望をもって教育に臨んでいくことの大切さを

共有しました。 
 
分科会では、新型コロナウイルス感染症の影響のなか、子ども

たちと構築してきた学びについて報告されました。分会から討議

を積みあげ、組織教研で深められたリポートをもとに、地域の実

態や子どもの姿から浮かびあがってくる課題を討議しました。 
 

「ともに生き、学びあう」という互いの関係性を基盤とする学び

は不変です。一人ひとりの子どもが夢と希望をもち、自分の生き

方を問い続ける学びが保障される教育の実現のために平和・人

権・環境・共生を柱に、憲法・子どもの権利条約の具現化と民主

教育の確立にむけ、教育実践をさらに積みあげていきましょう。 
 

2022年 1月 30日 

日教組第 71 次教育研究全国集会 

 

主催者あいさつ 

記念講演 



２０２２年２月１日号          兵庫高等学校教職員組合機関誌              ６７９号 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変
え
て
い
く
か
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
を
権
利
の
主
体

と
し
た
と
り
く
み
と
な
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

践
が
学
校
や
地
域
に
ひ
ろ
が
り
定
着
し
て
い
る
の
か

等
、
自
ら
の
と
り
く
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
討
議
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
共
同
研
究
者
か
ら
は
「
日

本
の
学
校
教
育
は
『
自
分
が
必
死
で
努
力
し
て
、
そ
の

結
果
と
し
て
成
功
を
勝
ち
と
る
』
と
い
う
こ
と
を
良
し

と
す
る
価
値
観
に
陥
っ
て
い
な
い
か
、
こ
の
価
値
観
は

『
自
己
責
任
論
』
を
強
調
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的

価
値
観
と
同
じ
で
は
な
い
か
」
等
の
問
題
提
起
が
あ
り
、

課
題
意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

【
第
17
分
科
会
・ 

「
子
ど
も
・
教
職
員
の
安
全
・
健
康
と
環
境
・
食
教
育
」】 

最
初
に
福
島
・
三
重
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
を
受
け
全
体

で
討
議
し
た
後
、
小
分
科
会
Ａ
（
環
境
・
公
害
）
と
小

分
科
会
Ｂ
（
食
教
育
）
に
分
か
れ
、
兵
高
教
は
食
教
育

の
小
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、「
学
校
給
食
・

地
域
と
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
５
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が

行
わ
れ
、
秋
田
さ
ん
が
「
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て

活
用
し
た
食
育
」
と
題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。
秋
田
さ

ん
の
報
告
に
対
し
、
共
同
研
究
者
か
ら
「
子
ど
も
た
ち

は
幸
せ
で
す
ね
」「
自
分
た
ち
で
食
材
を
栽
培
し
た
り
収

穫
し
た
り
す
る
こ
と
は
自
己
実
現
の
ツ
ー
ル
に
な
る
」

「
食
育
を
支
え
る
調
理
員
さ
ん
は
教
育
職
員
と
し
て
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
調
理
員
の
処

遇
改
善
の
と
り
く
み
を
ぜ
ひ
進
め
て
欲
し
い
」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

分
科
会
二
日
目
は
「
子
ど
も
た
ち
と
考
え
る
食
教
育
」

を
テ
ー
マ
に
、
４
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

小
分
科
会
や
総
括
討
論
に
お
い
て
は
、
学
校
給
食
の

セ
ン
タ
ー
化
が
進
む
中
、
自
校
給
食
の
意
義
や
、
地
域

の
農
林
水
産
業
と
食
の
安
全
・
安
心
の
持
続
的
発
展
の

必
要
性
、
食
糧
問
題
を
世
界
の
共
通
認
識
と
し
て
捉
え

る
こ
と
の
必
要
性
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
な
課
題
ま
で
を
つ
な
ぐ
食
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

【
第
20
分
科
会
「
高
等
学
校
・
進
路
保
障
と
労
働
教
育
」
】 

分
科
会
初
日
は
「
進
路
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
日

目
は
「
教
育
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
計
14
本
の
リ
ポ
ー
ト

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
「
高
校
通
級
の

現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
今
年
３
月
に
県
教
委
が
ま

と
め
た
「
通
級
指
導
実
践
事
例
集
」
と
元
同
僚
の
通
級

担
当
者
か
ら
の
聴
き
取
り
に
基
づ
く
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
新
潟
高
教
組
・
山
林
満
さ
ん
は｢

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
❘

19
禍
に
お
い
て
高
校
生
が
考
え
た
こ
と
～
高
校

生
の
声
か
ら
何
を
学
ぶ
か
～
」
と
題
し
た
報
告
を
行
い
、

新
潟
県
と
兵
庫
県
あ
わ
せ
て
１
，
０
０
０
人
を
超
え
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
高
校
生
の

切
実
な
声
を
伝
え
、
参
加
者
で
共
有
し
ま
し
た
。 

共
同
研
究
者
か
ら
は
「
労
働
教
育
は
即
ち
人
権
教
育

で
あ
り
平
和
教
育
。
憲
法
教
育
を
通
し
た
学
び
が
必
要
」

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
も
て
は
や
さ
れ
る
が
、
企
業
の
要

請
に
応
じ
る
た
め
や
目
先
の
進
路
の
た
め
で
は
な
い
。

人
生
は
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
通
り
に
は
い
か
な
い

も
の
」「
高
校
入
試
は
必
要
な
の
か
、
あ
き
ら
め
ず
に
考

え
る
運
動
を
展
開
す
べ
き
。
今
こ
そ
偏
差
値
や
障
害
の

有
無
で
分
け
な
い
高
校
全
入
を
訴
え
ら
れ
な
い
か
」

「
仲
間
づ
く
り
と
共
に
学
ぶ
こ
と
を
基
本
に
据
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
等
の
問
題
提
起
が
あ
り
、
今
後
の

と
り
く
み
の
課
題
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。 

◆
第
11
分
科
会
で
報
告
し
た
阪
本
真
人
さ
ん
の
「
高

校
生
が
紡
ぐ
西
宮
と
奄
美
の
友
好
の
糸
」
が
、「
日
本

の
教
育
第
71
集
」
に
掲
載
す
る
代
表
リ
ポ
ー
ト
に
選

ば
れ
ま
し
た
。 

－2022度兵高教本部役員選挙－ 

■投票期間         ２月１日(火)～２月１６日(水) 

■支部選管に提出   ２月１７日(木) 

■本部選管に提出   ２月１８日(金) 午後６時まで 

■開票             ２月１８日(金) 午後６時半 

（於 神戸市教育会館５階）    
★期日までに必ず投票をお済ませください！ 

2/1 政府、給与法改正法案等を 

閣議決定 
 
政府は２月１日、給与法改正法案を閣議決定し国会に提出しまし

た。同法案については、11月24日に2021年の人事院勧告を受け、

人事院勧告どおり期末手当の支給月数を引き下げ、その調整を2022

年６月の期末手当から減額で調整を行うものとする閣議決定を行

っていました。 

また、人事院が意見の申出を行った、育児休業の取得回数制限の

緩和等を措置する改正育休法案についても閣議決定をしました。な

お地方公務員について同様の措置を講じる地方公務員育休法改正

案（下記参照）についても閣議決定しています。 

今後は、国会段階の法案を巡るとりくみに移ることから、公務員

連絡会は国会対策を強化していく、としています。 

兵高教 今後の主な日程 
 

■第３回全県分会代表者会議 

２月 19 日（土）13:00～15:30 

    神戸市教育会館 403 号室  
 ※状況を鑑み、第１部として予定していた憲法学習会は延期し、 

終了予定時刻を繰り上げています。 
 

■第 36 回定例中央委員会 

 ３月 26 日（土）13:30～16:30（受付 13:00～） 

    神戸市教育会館 501 号室 
  

※各支部・専門部の参加体制確立をお願いします。 

中央委員の登録および傍聴申込の締切は３月18日（金）17時です。 
 

★いずれもオンライン参加可能です。お問い合わせください。 


